
電車内だからこそ刺さる

公園のアプローチ



ターゲット

公園に行く習慣はないけれど

公園に行く必要がある人



電車で座りそびれた瞬間の気持ちを利用して、

公園に振り向かせようと企画しました。

利用する感情

座りそびれた !



肉体的に疲れが溜まっているだろうし、

精神的にも余裕を失っているはずです。

そもそも、

座れなくてチクショウ！と感じる人は

「休んだほうがいい人」



気持ちよさそうだな、癒やされそうだなと、

「座りたくなる席」をビジュアルにしました。

そこで、

公園シズル



作品１「光」



作品２「水」



作品３「花」



掲出イメージ



東京都公園協会の事業意義は

「休息をとるべき人」にこそ届いてほしい、

やさしく気づきを与えるべきだと考えました。

現代に必要な場所を守る存在として、

ブランド価値確立と認知度向上をめざしました。

まとめ


